
JP 6890443 B2 2021.6.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線撮影システムであって、
　放射線源から照射され被写体を透過して到達した放射線に基づいて前記被写体の放射線
画像の撮影を行い、且つ、前記放射線源から前記放射線が照射されない状態で撮影を行う
ことにより補正用画像を取得する放射線撮影装置と、
　前記放射線撮影装置の温度変化を安定化させる温度安定化手段と、
　前記放射線画像に対して、前記補正用画像を用いて前記放射線画像に現れるオフセット
成分を補正するための画像処理を行う画像処理手段と、
　前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能しているか否かを判定す
る判定手段と、
　前記放射線撮影装置が、前記放射線画像を撮影する、及び、前記補正用画像を取得する
ために前記放射線撮影装置を制御する制御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対し
て有効に機能していると判定された場合、前記放射線撮影装置により複数の前記放射線画
像が撮影される前に前記補正用画像を取得する第１のモードで前記放射線撮影装置を制御
し、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能し
ていないと判定された場合、前記放射線撮影装置による前記放射線画像の撮影ごとに前記
補正用画像を取得する第２のモードで前記放射線撮影装置を制御することを特徴とする放
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射線撮影システム。
【請求項２】
　前記制御手段、前記画像処理手段、および前記判定手段は、前記放射線撮影装置に含ま
れることを特徴とする請求項１に記載の放射線撮影システム。
【請求項３】
　前記制御手段、前記画像処理手段、前記判定手段、および前記温度安定化手段は、前記
放射線撮影装置に含まれることを特徴とする請求項１に記載の放射線撮影システム。
【請求項４】
　前記放射線撮影装置は、バッテリまたは外部からの給電で動作し、
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いないと判定された場合であって、前記バッテリによる前記放射線撮影装置の動作時間が
所定時間以上である場合、前記制御手段は、前記第２のモードで前記放射線撮影装置を制
御することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の放射線撮影システム。
【請求項５】
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いると判定された場合、または、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮
影装置に対して有効に機能していないと判定された場合であって、前記バッテリによる前
記放射線撮影装置の動作時間が所定時間未満である場合、前記制御手段は、前記第１のモ
ードで前記放射線撮影装置を制御することを特徴とする請求項４に記載の放射線撮影シス
テム。
【請求項６】
　前記放射線撮影装置は、バッテリまたは外部からの給電で動作し、
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いないと判定された場合であって、前記放射線撮影装置が所定量以下の残容量の前記バッ
テリで動作している場合、前記制御手段は、前記第２のモードで前記放射線撮影装置を制
御することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の放射線撮影システム。
【請求項７】
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いると判定された場合、または、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮
影装置に対して有効に機能していないと判定された場合であって、前記放射線撮影装置が
前記所定量以下の残容量の前記バッテリで動作していない場合、前記制御手段は、前記第
１のモードで前記放射線撮影装置を制御することを特徴とする請求項６に記載の放射線撮
影システム。
【請求項８】
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いないと判定された場合であって、前記放射線撮影装置による前記放射線画像を撮影する
枚数が所定枚数以上に決められている場合、前記制御手段は、前記第２のモードで前記放
射線撮影装置を制御することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の放射線
撮影システム。
【請求項９】
　前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いると判定された場合、または、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮
影装置に対して有効に機能していないと判定された場合であって、前記放射線撮影装置に
よる前記放射線画像を撮影する枚数が前記所定枚数以上に決められていない場合、前記制
御手段は、前記第１のモードで前記放射線撮影装置を制御することを特徴とする請求項８
に記載の放射線撮影システム。
【請求項１０】
　前記放射線撮影装置は、前記放射線源から前記放射線が照射されない状態で撮影を行う
ことにより得られた複数の画像から前記補正用画像を取得することを特徴とする請求項１
から９のいずれか１項に記載の放射線撮影システム。
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【請求項１１】
　放射線源から照射され被写体を透過して到達した放射線に基づいて前記被写体の放射線
画像の撮影を行い、且つ、前記放射線源から前記放射線が照射されない状態で撮影を行う
ことにより補正用画像を取得する放射線撮影装置の制御方法であって、
　前記放射線撮影装置の温度変化を安定化させる温度安定化手段が前記放射線撮影装置に
対して有効に機能しているか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能して
いると判定された場合、前記放射線撮影装置により複数の前記放射線画像が撮影される前
に前記補正用画像を取得する第１のモードで前記放射線撮影装置を制御し、前記判定工程
により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に対して有効に機能していないと判定さ
れた場合、前記放射線撮影装置による前記放射線画像の撮影ごとに前記補正用画像を取得
する第２のモードで前記放射線撮影装置を制御する制御工程と、
　前記放射線画像に対して、前記制御工程によって制御された前記放射線撮影装置で取得
された前記補正用画像を用いて、前記放射線画像に現れるオフセット成分を補正するため
の画像処理を行う画像処理工程と、
を有することを特徴とする放射線撮影方法。
【請求項１２】
　コンピュータに請求項１１に記載される放射線撮影方法の各工程を実行させるためのプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射線撮影システム、放射線撮影方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　被写体を透過した放射線（Ｘ線など）を用いて放射線画像を撮影する放射線撮影装置と
して、放射線画像をリアルタイムに表示可能な放射線撮影装置が普及している。また、Ｆ
ＰＤ（Flat Panel Detector）を用いた放射線撮影装置が提案されている。
【０００３】
　ＦＰＤは、アモルファス半導体を透明導電膜及び導電膜で挟持した固体光検出器と放射
線を可視光に変換するシンチレータとを積層した微小な放射線検出器を、石英ガラス基板
上にマトリクス状に配列する。また、固体光検出器として、ＣＣＤ（Charge-Coupled Dev
ice）やＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semiconductor）などの光検出器を用いた
ものが知られている。また、放射線検出器として、シンチレータを用いずに、固体光検出
器で放射線を直接検出するものが知られている。
【０００４】
　ＦＰＤは、任意の蓄積時間の間に照射された放射線量を電荷量として検出する。そのた
め、被写体の放射線画像の撮影時に、放射線の照射とは無関係な電荷が放射線検出器中に
存在した場合、この電荷がノイズとして放射線画像に重畳され、放射線画像の画質の低下
を招く。
【０００５】
　例えば、ノイズとなる電荷の例として、先行して撮影された放射線画像の撮影後に、固
体光検出器やシンチレータの特性に基づいて残留する残留電荷がある。また、ノイズとな
る電荷の他の例として、主に温度の影響により固体光検出器に生成される電荷による暗電
流がある。その他、放射線検出器固有の欠陥に起因する固定ノイズによっても、放射線画
像の画質が低下する。
【０００６】
　被写体の放射線画像の撮影時には、放射線の照射を行う画像の蓄積時間に比例して残留
電荷や暗電流成分の電荷も蓄積され、放射線画像の画質が低下する。そのため、被写体の
放射線画像の撮影において、撮影中に蓄積された残留電荷、暗電流電荷、及び固定ノイズ
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などによるオフセット成分を補正するためのオフセット補正処理が行われる。一般に、オ
フセット補正処理は、放射線を照射しない状態で撮影することにより取得した画像データ
（無曝射画像データ）をオフセット補正データとし、放射線画像からオフセット補正デー
タを減算することで行われる。
【０００７】
　このようなオフセット補正の方法は複数存在する。例えば、（１）被写体の放射線画像
の撮影と無曝射画像データ（オフセット補正データ）の取得とを交互に行い、放射線画像
からオフセット補正データを減算することで、オフセット補正処理を行う方法がある（間
欠ダーク）。また、（２）被写体の放射線画像の撮影前に取得された無曝射画像データを
、オフセット補正データとして放射線画像から減算することで、オフセット補正処理を行
う方法もある（固定ダーク）。
【０００８】
　ここで（１）の方法と（２）の方法の特徴を挙げると、（１）の方法では、被写体の放
射線画像の撮影と無曝射画像データ（オフセット補正データ）の取得とが交互に行われる
ため、残像を低減することができる。しかしながら、（１）の方法では、フレームレート
が低くなるという問題がある。
【０００９】
　一方、（２）の方法では、被写体の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取得
するため、フレームレートが高くなり、動画像撮影などの高速連続撮影が可能となる。ま
た、低線量での撮影が可能であることからSNRが高くなる。しかしながら、（２）の方法
では、残像を十分低減できないという問題がある。また、撮影中に蓄積される暗電流電荷
は、放射線検出器の温度や撮影条件又はセンサの経時劣化などの影響で変化するため、（
２）の方法のように被写体の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取得する場合
、オフセット補正処理の精度を十分に得られないという問題がある。そのため、定期的に
オフセット補正データを取得し直す必要があり、撮影動作以外での電力消費が大きくなる
。
【００１０】
　また、一般的なＦＰＤでは、放射線検出器の駆動開始直後や放射線照射直後は、暗電流
電荷が不安定になりやすい。また、放射線照射後に生じる残留電荷は、放射線照射の終了
直後ほど急激に変化することが知られている。そのため、安定したオフセット補正処理を
実行するためには、放射線検出器の駆動開始から放射線画像の撮影までの間、又は、先行
する放射線画像の撮影から次の放射線画像の撮影までの間に、一定の時間を確保する必要
がある。一方で、放射線撮影装置の操作性を向上させるために、駆動開始直後や先行する
放射線画像の撮影直後の短時間に放射線画像の撮影を行うことが望まれる。
【００１１】
　オフセット補正処理の精度を保つことを目的とする従来技術として、特許文献１～３に
開示される技術が提案されている。具体的には、特許文献１では、オフセット補正処理の
精度を保つために、時間に対するオフセット補正データの安定性や変動量を判定して、オ
フセット補正データを取得する技術が提案されている。特許文献２では、動画か静止画の
撮影かによってオフセット補正データの取得方法を切替える技術が提案されている。特許
文献３では、フレームレートが異なる場合においても常に同様の動作をすることで、オフ
セット補正処理に影響を与える温度変動を低減する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特許第４５５７６９７号公報
【特許文献２】米国特許第７４９２８６５号明細書
【特許文献３】特開２０１６－９５２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１３】
　特許文献１～３では、いずれもオフセット補正処理の精度を保つことを目的としている
が、放射線撮影装置の温度の影響により生成されるノイズとしての電荷による影響を抑え
るための、温度変化安定化のための機構（例えば冷却機構）について考慮されていない。
したがって、上述のようなオフセット補正の方法の特徴を考慮しつつ、このような温度変
化安定化のための機構が放射線撮影装置に対して有効に機能するか否かに応じて適切なオ
フセット補正を行なう必要がある。
【００１４】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、温度変化安定化を行う機構が有効に
機能するか否かに応じて、適切なオフセット補正の方法を選択することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するための一手段として、本発明の放射線撮影システムは以下の構成を
有する。すなわち、放射線撮影システムであって、放射線源から照射され被写体を透過し
て到達した放射線に基づいて前記被写体の放射線画像の撮影を行い、且つ、前記放射線源
から前記放射線が照射されない状態で撮影を行うことにより補正用画像を取得する放射線
撮影装置と、前記放射線撮影装置の温度変化を安定化させる温度安定化手段と、前記放射
線画像に対して、前記補正用画像を用いて前記放射線画像に現れるオフセット成分を補正
するための画像処理を行う画像処理手段と、前記温度安定化手段が前記放射線撮影装置に
対して有効に機能しているか否かを判定する判定手段と、前記放射線撮影装置が、前記放
射線画像を撮影する、及び、前記補正用画像を取得するために前記放射線撮影装置を制御
する制御手段と、を有し、前記制御手段は、前記判定手段により前記温度安定化手段が前
記放射線撮影装置に対して有効に機能していると判定された場合、前記放射線撮影装置に
より複数の前記放射線画像が撮影される前に前記補正用画像を取得する第１のモードで前
記放射線撮影装置を制御し、前記判定手段により前記温度安定化手段が前記放射線撮影装
置に対して有効に機能していないと判定された場合、前記放射線撮影装置による前記放射
線画像の撮影ごとに前記補正用画像を取得する第２のモードで前記放射線撮影装置を制御
する。
【発明の効果】
【００１６】
　温度変化安定化を行う機構が有効に機能するか否かに応じて、適切なオフセット補正の
方法を選択することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第一の実施形態における放射線撮影システムの構成例。
【図２】第一の実施形態における放射線撮影装置の構成例。
【図３】第一の実施形態における放射線撮影装置の動作のフローチャート。
【図４】第二の実施形態における電源投入時の放射線撮影装置の動作のフローチャート。
【図５】第二の実施形態における放射線撮影装置の動作のフローチャート。
【図６】第三の実施形態における放射線撮影装置の動作のフローチャート。
【図７】第四の実施形態における放射線撮影装置の動作のフローチャート。
【図８】放射線撮影装置の使用例。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付の図面を参照して、本発明をその実施形態に基づいて詳細に説明する。なお
、以下の実施形態において示す構成は一例に過ぎず、本発明は図示された構成に限定され
るものではない。
【００１９】
　＜第一の実施形態＞
　図1は、第一の実施形態における放射線撮影システムの構成例を示す図である。なお、
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本実施形態における放射線撮影システムは、図1に示す構成要素のうち、放射線撮影装置1
と制御装置2を少なくとも有するものとする。
【００２０】
　放射線撮影装置1は、放射線源制御装置5による制御により放射線源9から放射され被写
体11を透過した放射線10に基づいて、被写体11の放射線画像データを取得する。放射線撮
影装置1は、例えば、ＦＰＤを用いた放射線撮影装置などであり得る。また、放射線撮影
装置1は、例えば、可搬型に構成され得る。
【００２１】
　放射線撮影装置1は、放射線の検出手段としての検出モジュール110および画像処理を行
う画像処理手段としての画像処理モジュール120、通信手段としての通信モジュール130、
放射線撮影装置1への給電を制御する給電手段としての給電モジュール140、放射線撮影装
置1に対する全体の制御を行う制御手段としての制御モジュール150を備える。なお、これ
らのモジュールは、上記手段を実現するための一例に過ぎない。例えば、放射線撮影装置
1は、（後述する撮影手段と取得手段としての）検出モジュール110と当該検出モジュール
110を制御するための制御モジュール150（の一部）を有し、その他のモジュールを有さな
いように構成されてもよい。各モジュールの詳細については後述する。
【００２２】
　また、放射線撮影装置1は、温度安定化手段と接続され、本実施形態では、これは例え
ば温度安定化ユニット201により構成される。温度安定化ユニット201は、放射線撮影装置
1の温度変化を抑制する為の機構であり、例えば、空気や水による冷却制御装置である。
また、温度安定化ユニット201は、放射線撮影装置1と小さい熱抵抗で接触させて放射線撮
影装置1の熱容量を大きくしたり、熱を積極的に外部へ逃がす機構を有し得る。本実施形
態では、温度安定化ユニット201は、放射線撮影装置1と着脱可能とする。
【００２３】
　検出モジュール110は、放射線源9から到達した放射線を電気信号に変換する。変換され
た電気信号はデジタル化されて画像処理モジュール120に送られ、オフセット補正を含む
各種画像処理が施された後に、通信モジュール130に送られる。通信モジュール130に送ら
れた信号は、外部の制御装置2に画像データとして送信される。
【００２４】
　制御装置2は、放射線撮影システムの動作や撮影モードなどの制御や、放射線撮影装置1
で撮影された画像データの処理などの各種制御を行う。制御装置2として、例えば、各種
のコンピュータやワークステーションなどを用いることが出来る。制御装置2は、制御用
のメニューや撮影後の画像データを表示するためのディスプレイ等の表示装置3や、各種
入力を行うためのマウスやキーボードといった入力装置4と接続し得る。撮影モードは、
撮影に関する設定を定めるモードであり、例えば、ユーザにより入力装置4を介して設定
される。撮影モードは複数設定されてもよい。
【００２５】
　放射線源9は、例えば、Ｘ線などの放射線10を発生させるための電子銃とローターなど
によって構成されている。電子は放射線源制御装置5で発生させた高電圧によって加速さ
れながらローターに衝突することでＸ線（放射線）を発生する。
【００２６】
　放射線撮影装置1と制御装置2の間の通信は、例えば図１に示すように、外部のアクセス
ポイント（AP）8を介して無線LANによって行われる。また、AP8を介さずに、放射線撮影
装置1か制御装置2のいずれかがアクセスポイントとなって直接通信を行ってもよい。ある
いは、放射線撮影装置1と制御装置2の間の通信は、Bluetooth（登録商標）などの別の無
線通信手段に依ってもよい。また、放射線撮影装置1と制御装置2の間の通信は、Ethernet
（登録商標）などの有線通信手段に依ってもよい。
【００２７】
　制御装置2と放射線源制御装置5との間には、放射線インターフェースユニット（放射線
I/F）6が設けられている。放射線I/F6は、スイッチングHUB7とAP8を介して、放射線撮影
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装置1と放射線源制御装置5の間で行われる通信を中継する。また、放射線I/F6は、放射線
撮影装置1と放射線源制御装置5の状態を監視することで、例えば放射線撮影装置1の状態
に応じて放射線源9からの放射線の照射タイミングを調整することができる。さらに、放
射線I/F6は、スイッチングHUB7を介して制御装置2にも接続されることで、各種制御信号
や情報の授受を中継する。スイッチングHUB7は、複数のネットワーク機器を接続するため
のユニットである。
【００２８】
　図8に、本実施形態における放射線撮影装置1の使用例を示す。使用例801では、放射線
撮影装置1は、温度安定化ユニット201と接続され、温度安定化ユニット201が有効に機能
している。放射線撮影装置1は、例えば、明示しないリモート制御テーブル内などの保持
部分に保持される。使用例801では、後述するように、上記（２）の方法でオフセット補
正データを取得するため、放射線撮影装置1は、高速（高フレームレート）な撮影や高SNR
撮影を行うことができる。一方、使用例802では、放射線撮影装置1は、温度安定化ユニッ
ト201と接続されていない。この場合、後述するように、放射線撮影装置1は、上記（１）
の方法でオフセット補正データを取得する。使用例802では、放射線撮影装置1は、例えば
、病棟内の回診時のベッド撮影や緊急時のストレッチャ撮影のために、明示しない単機能
な立位架台などの保持部分に保持される。
【００２９】
　図2は、本実施形態における放射線撮影装置1の構成例を示す図である。検出モジュール
110は、被写体の放射線画像を撮影する。具体的には、検出モジュール110は、検出器111
、駆動回路112、読み出し回路113を含んで構成され、放射線を検出し、画像データ（放射
線画像）を生成する。検出器111は、シンチレータと光検出器アレイなどを含み、放射線
を検出し、画像データを生成する。シンチレータは、被写体を透過したエネルギーの高い
放射線により蛍光体の母体物質が励起され、再結合する際の再結合エネルギーにより可視
領域の蛍光を発する。この蛍光は、ＣａＷＯ４やＣｄＷＯ４などの母体自身によるものや
ＣｓＩ：ＴｌやＺｎＳ：Ａｇなどの母体内に付加された発光中心物質によるものがある。
光検出器アレイは、駆動回路112の動作により、光検出器アレイを構成する各画素で検出
された蛍光量（シンチレータに入射した放射線量）に応じた電気信号を出力する。
【００３０】
　読み出し回路113は、アンプＩＣ（integrated circuit）やＡ／Ｄ変換器を含む。読み
出し回路113は、検出器111に含まれる光検出器アレイから出力された電気信号を必要に応
じてアンプＩＣを用いて増幅し、Ａ／Ｄ変換器によりデジタル信号に変換して画像データ
（放射線画像）を取得する。読み出し回路113は、取得した画像データ（放射線画像）を
、画像処理モジュール120の画像処理部121へ出力する。また、読み出し回路113は、画像
処理部121で使用される補正用画像として、放射線が照射されない状態で画像データ（無
曝射画像データ）を取得し、画像処理部121へ出力することも出来る。放射線画像と無曝
射画像データは、記憶部122に格納され得る。駆動回路112と読み出し回路113は、後述す
る撮影装置制御部151による指示に応じて、動作し得る。
【００３１】
　画像処理モジュール120は、画像処理部121と記憶部122を含んで構成される。画像処理
部121は、読み出し回路113から出力される放射線画像に対して、ゲイン処理やオフセット
補正処理などの画像処理を施す。放射線画像に現れるオフセット成分を補正するオフセッ
ト補正処理は、制御モジュール150の制御に基づき、記憶部122に保存された、補正用画像
としてのオフセット補正データ（無曝射画像データ）を放射線画像から減算することで行
われる。また、画像処理部121は、低ノイズの放射線画像データを得るために、ゲイン補
正処理などのその他の基本的な画像処理を、放射線画像に対して施してもよい。更に、画
像処理部121は、階調補正などのユーザが要求する画像品質調整を含む画像処理を、放射
線画像に対して施してもよい。
【００３２】
　記憶部122は、読み出し回路113から出力される放射線画像又は画像処理部121から出力
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される画像処理済みの放射線画像や補正データ（オフセット補正データやゲイン補正デー
タ、欠陥情報など）などを記憶する。記憶部122について、具体的な実装に制約はなく、
１つあるいは複数のメモリやＨＤＤ（Hard Disc Drive）又は揮発や不揮発などの様々の
組み合わせで実装可能である。
【００３３】
　通信モジュール130は、無線通信部131、アンテナ132を含んで構成される。通信モジュ
ール130は、画像処理部121から画像処理済みの放射線画像を受け取る。無線通信部131は
、画像処理済みの放射線画像等を、アンテナ132を介して、外部の制御装置2等に送信する
。
【００３４】
　給電モジュール140は、外部インターフェース（外部I/F）141とバッテリ142を含んで構
成される。電源供給が外部I/F141かバッテリ142かにより、後述するように、画像処理部1
21が施すオフセット補正の手順が切り換えられる。
【００３５】
　制御モジュール150は、撮影装置制御部151と電源制御部152と温度安定化ユニット監視
部153を含んで構成されている。電源制御部152は、放射線撮影装置1の動作用電源の制御
を行う。電源制御部152は、バッテリ142あるいは外部I/F141からの電源の供給を受けて、
放射線撮影装置1の動作に必要な各種電源を生成して、放射線撮影装置1の各ユニットへ供
給を行う。また、電源制御部152は、電源の供給が外部I/F141かバッテリ142かの情報を、
撮影装置制御部151に伝達する。その他、電源制御部152は、バッテリ142の残容量を検出
する機能や、バッテリ142の充電を制御する機能を有してもよい。
【００３６】
　温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201の状態（例えば温度安定化ユ
ニット201が放射線撮影装置1に対して有効に機能しているか否か）を判定する判定手段と
して機能し、当該判定の結果を撮影装置制御部151に伝達する。例えば、温度安定化ユニ
ット監視部153は、温度安定化ユニット201の状態として放射線撮影装置1と温度安定化ユ
ニット201が接続しているか否かを判定し、その結果を撮影装置制御部151へ伝達する。温
度安定化ユニット監視部153は、例えば、温度安定化ユニット監視部153は、磁気センサに
よる近接検知、RFタグなどによる近接無線通信、電気的接触による導通確認により、放射
線撮影装置1が温度安定化ユニット201と接続しているか否かを判定する。また、図2に示
す構成とは異なるが、温度安定化ユニット監視部153は、放射線撮影装置1との無線通信ま
たは有線通信を介して、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201と接続しているか否か
を判定してもよい。更に、温度安定化ユニット監視部153は、放射線撮影装置1内部のユニ
ットを動作させているか否かに基づいて、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201と接
続しているか否かを判定してもよい。
【００３７】
　撮影装置制御部151は、放射線撮影装置1の各ユニットの制御に関わる処理を行う。例え
ば、撮影装置制御部151は、撮影手段の一部として機能し、駆動動作を開始する（放射線
画像を取得する）か、または、取得手段の一部として機能し、放射線10が照射されない状
態で画像データ（補正用画像）を取得するための制御を行う。また、撮影装置制御部151
は、読み出し回路113により取得された放射線画像に対して、オフセット補正を含む所定
の画像処理を施すための指示を、画像処理部121へ出力する。その際、撮影装置制御部151
は、温度安定化ユニット監視部153から伝達される温度安定化ユニット201の状態、および
／または、電源制御部152から伝達される、外部I/F141からの給電か否かを示す情報に応
じて、オフセット補正の方法を切換えるように、検出モジュール110と画像処理モジュー
ル120を制御する。本実施形態では、温度安定化ユニット監視部153による当該判定に基づ
いて、オフセット補正の方法（補正用画像を取得するモード）が切り換えられる。例えば
、撮影装置制御部151は、温度安定化ユニット監視部153による当該判定に基づいて、撮影
装置制御部151が撮影手段として機能する前に取得手段として機能することによる、複数
の放射線画像の撮影の前に補正用画像を取得する第１のモードと、撮影装置制御部151が
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撮影手段として機能した後に取得手段として機能することが繰り返されることによる、放
射線画像の撮影ごとに補正用画像を取得する第２のモードとが切り換えられる。
【００３８】
　ここで、外部I/F141からの給電か否かに応じて切り換えられるオフセット補正の方法に
ついて説明する。外部I/F141からの給電の場合には、商用電源など放射線撮影装置1の外
部からの安定した電源供給が見込めるのに対して、外部I/F141からの給電で無い場合には
、限られたエネルギー供給源であるバッテリ142からの給電となる。
【００３９】
　一方、被写体の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取得してオフセット補正
を行う場合は（上記（２）の方法）、被写体の放射線画像の撮影とオフセット補正データ
の取得とを交互に行うオフセット補正を行なう場合（上記（１）の方法）に比べて、消費
電力が増大する。この理由を説明すると、画像処理部121が、被写体の放射線画像の撮影
前にオフセット補正データを取得する場合は、温度変動等の撮影条件などの影響でオフセ
ット補正処理の精度を十分に得づらいことから、定期的に全ての撮影モードのオフセット
補正データを取得する必要がある。あるいは、この場合は、検出モジュールは、温度変動
がほとんどなくなるように常に撮影動作（検出動作）を行う必要がある。よって結果とし
て、画像処理部121が、被写体の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取得する
場合は、消費電力が増大してしまう。
【００４０】
　したがって、外部I/F141からの給電の場合には、撮影装置制御部151は、被写体の放射
線画像の撮影前にオフセット補正データを取得してオフセット補正を行うよう、駆動回路
112と画像処理部121に対して指示を出力する。これに応じて、画像処理部121は、被写体
の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取得してオフセット補正を行う。この場
合、放射線撮影装置1は、後続する放射線画像の撮影においてオフセット補正データを取
得する必要がないため、高フレームレートの撮影にも対応できる。
【００４１】
　一方、バッテリ142からの給電の場合には、撮影装置制御部151は、被写体の放射線画像
の撮影（放射線の検出）と、画像処理部121によるオフセット補正データの取得が交互に
行うよう、駆動回路112と画像処理部121に対して指示を出力する。これに応じて、消費電
力を抑えながら、検出モジュール110による被写体の放射線画像の撮影（放射線の検出）
とオフセット補正データの取得が交互に行われる。これにより、電源供給がバッテリ142
の場合であっても、放射線撮影装置1は、フレームレートは低くなるが、撮影可能な時間
や枚数が限定されることを防ぐことが可能となる。
【００４２】
　次に、温度安定化ユニット監視部153から伝達される温度安定化ユニット201の状態に応
じて切り換えられるオフセット補正の方法について説明する。放射線撮影装置1が温度安
定化ユニット201に接続している場合には、放射線撮影装置1の温度変化による影響を低減
することができる。すなわち、被写体の放射線画像の撮影前にオフセット補正データを取
得してオフセット補正を行なう場合の問題を解決できる。また、温度安定化ユニット201
を動作させることにより、通常は消費電力が増加するため、電源供給は外部I/F141による
ことが好ましい。したがって、この場合、撮影装置制御部151は、被写体の放射線画像の
撮影前にオフセット補正データを取得してオフセット補正を行うよう、検出モジュール11
0（駆動回路112と読み出し回路113）に対して指示を出力する。
【００４３】
　一方、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に接続していない場合には、撮影装置
制御部151は、被写体の放射線画像の撮影（放射線の検出）と、画像処理部121によるオフ
セット補正データの取得が交互に行うよう、検出モジュール110（駆動回路112と読み出し
回路113）に対して指示を出力する。
【００４４】
　なお、本実施形態では、図1に示すように、温度安定化ユニット201を物理的に放射線撮
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影装置1の外部に配置している例に基づいて説明している、温度安定化ユニット201を放射
線撮影装置1の内部に搭載してもよい。また、温度安定化ユニット201を動作させている時
と停止させている時とをそれぞれ、放射線撮影装置1に温度安定化ユニット201が接続して
いるときと、接続していない時と読み替える概念を包含している。これは、温度安定化ユ
ニット201を動作させることにより、通常は消費電力が増加するため、給電状況（外部I/F
141かバッテリ142）に関係して温度安定化機構動作を変化させる場合が多いためである。
この場合の温度安定化ユニット201は、ペルチェ素子、ヒートパイプいずれかもしくは両
方により構成され得る。
【００４５】
　なお、図2の構成において、撮影装置制御部151および電源制御部152等の各ユニットは
、CPU（Central Processing Unit）などのソフトウェアを用いて実現してもよいし、ASIC
（application specific integrated circuit）などによる制御信号発生回路を用いて実
現してもよい。また、撮影装置制御部151および電源制御部152等の各ユニットは、プログ
ラムと制御回路の両方により実現されてもよい。
【００４６】
　次に、図3を用いて、本実施形態におけるオフセット補正処理を含む画像処理の流れに
ついて説明する。図3は、本実施形態における放射線撮影装置1の動作の一例を示すフロー
チャートである。
【００４７】
　ステップS301では、ユーザは、入力装置4を介して、被写体の放射線画像を撮影するた
めの撮影モードを入力する。これに応じて、放射線撮影装置1は、制御装置2およびスイッ
チングHUB7、AP8を介して撮影モードを受信する。この場合、ユーザが撮影モードを選択
するために、表示装置3が選択可能な1つ以上の撮影モードを表示してもよい。
【００４８】
　ステップS302では、温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201が放射線
撮影装置1に対して有効に機能するか否かを判定する。例えば、温度安定化ユニット監視
部153は、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否かを判定する
。例えば、温度安定化ユニット監視部153による当該判定に基づいて、複数の放射線画像
の撮影の前に補正用画像を取得する第１のモード（S307～S309）と、放射線画像の撮影ご
とに補正用画像を取得する第２のモード（S303～S304）とが切り換えられる。
【００４９】
　温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない（温度安定化ユニット20
1が有効に機能していない）場合（ステップS302でNo）、処理はステップS303に進む。
【００５０】
　ステップS303では、撮影装置制御部151は、無線通信部131とアンテナ132等を介して、
放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するための指示を出力する。これに応じ
て、放射線源9が、放射線10を、被写体11を透過して放射線撮影装置1に照射する。そして
、検出モジュール110は、S301で受信した撮影モードで被写体の放射線画像の撮影を行う
。言い換えると、この場合、撮影装置制御部151と検出モジュール110は撮影手段として機
能し、駆動動作を開始する（放射線画像を取得する）。
【００５１】
　ステップS304では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS301で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い、補正用画像
として、無曝射画像データを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113
は無曝射画像データを取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【００５２】
　ステップS305では、画像処理部121は、ステップS303で取得した放射線画像から、ステ
ップS304で取得したオフセット補正データを減算することで、オフセット補正処理を行う
。ステップS306では、画像処理部121は、ステップS305においてオフセット補正処理が施
された補正画像を出力する。
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【００５３】
　このように、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない場合は（ス
テップS302でNo）、放射線画像の撮影ごとに補正用画像としての無曝射画像データを取得
するように、放射線撮影装置1は、被写体の撮影（ステップS303）の後に無曝射画像デー
タを取得する（ステップS304）。
【００５４】
　一方、ステップS302において、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されて
いる（温度安定化ユニット201が有効に機能している）場合（ステップS302でYes）処理は
ステップS307に進む。
【００５５】
　ステップS307では、撮影装置制御部151は、ステップS301で受信した撮影モードで放射
線を照射しない状態で撮影することで得られた無曝射画像データが既に存在するか否かを
判定する。例えば、撮影装置制御部151は、無曝射画像データが記憶部122に格納されてい
るか否かを判定する。無曝射画像データが格納されていない場合は（ステップS307でNo）
、処理はステップS308に進み、無曝射画像データが格納されている場合は（ステップS307
でYes）、処理はステップS309に進む。
【００５６】
　ステップS308では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS301で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い無曝射画像デ
ータを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は無曝射画像データを
取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。言い換えると、この場合、
撮影装置制御部151と検出モジュール110は取得手段として機能し、放射線10が照射されな
い状態で画像データ（補正用画像）を取得する、
【００５７】
　なお、画像処理部121は、記憶部122に格納された複数の無曝射画像データからオフセッ
ト補正データを生成してもよい。例えば、画像処理部121は、複数の無曝射画像データを
取得し、その平均を、オフセット補正データとして生成してもよい。
【００５８】
　ステップS309では、撮影装置制御部151は、無線通信部131とアンテナ132等を介して、
放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するための指示を出力する。これに応じ
て、放射線源9が、放射線10を、被写体11を透過して放射線撮影装置1に照射する。そして
、検出モジュール110は、S301で受信した撮影モードで被写体の放射線画像の撮影を行い
、処理はステップS305、S306に進む。
【００５９】
　このように、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されている場合は（ステ
ップS302でYes）、複数の放射線画像が撮影される前に補正用画像として無曝射画像デー
タを取得する。
【００６０】
　以上に説明したように、本実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に
接続されているか否かに応じて、オフセット補正の方法（すなわち、補正用画像（オフセ
ット補正データ）を取得するモード）を切り換える。これにより、温度安定化ユニット20
1の状態に応じて適切なオフセット補正方法が選択され、撮影画像の画質と撮影可能な時
間や枚数の両者を保ち、ユーザの利便性の向上を図ることができる。
【００６１】
　＜第二の実施形態＞
　第二の実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に接続されているか否
かの判定に加えて、バッテリ142による給電での動作時間に応じてオフセット補正の方法
を切り換える例について説明する。
【００６２】
　放射線撮影装置1の構成については第一の実施形態において説明した図1および図2と同
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一のため、説明を省略する。次に、図4を用いて、電源導入時の動作について説明する。
図4は、実施形態における電源投入時の放射線撮影装置1の動作の一例を示すフローチャー
トである
【００６３】
　ステップS401では、外部I/F141あるいはバッテリ142が電源供給を開始する。ステップS
402では、温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に
対して有効に機能するか否かを判定する。例えば、温度安定化ユニット監視部153は、温
度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否かを判定する。温度安定化
ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない（温度安定化ユニット201が有効に機
能していない）場合（ステップS402でNo）、処理ステップS403に進む。ステップS403では
、電源制御部152は、バッテリ142からの電源供給での動作時間のカウントを開始する。な
お、外部I/F141からの電源供給の場合、カウントは０（ゼロ）となる。
【００６４】
　ステップS404では、電源制御部152は、電源供給が外部I/F141か否か（外部I/F141かバ
ッテリ142）を撮影装置制御部151へ伝達する。また、温度安定化ユニット監視部153は、
温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否か（温度安定化ユニット
201が有効に機能しているか否か）を撮影装置制御部151へ伝達する。その後、撮影装置制
御部151は放射線撮影装置1が動作中は定期的に温度安定化ユニット201に接続されている
か否かを確認するため、処理はステップS402へと戻る。
【００６５】
　ステップS402で温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されている（温度安定
化ユニット201が有効に機能している）場合（ステップS402でYes）、処理はステップS404
へ進む。ステップ404の処理は上述の通りである。
【００６６】
　次に、図5を用いて、オフセット補正処理を含む画像処理の流れについて説明する。図5
は、本実施形態における放射線撮影装置1の動作の一例を示すフローチャートである。
【００６７】
　ステップS501では、ユーザは、入力装置4を介して、被写体の放射線画像を撮影するた
めの撮影モードを入力する。これに応じて、放射線撮影装置1は、制御装置2およびスイッ
チングHUB7、AP8を介して撮影モードを受信する。この場合、ユーザが撮影モードを選択
するために、表示装置3が選択可能な1つ以上の撮影モードを表示してもよい。
【００６８】
　ステップS502では、温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201が放射線
撮影装置1に対して有効に機能するか否かを判定する。例えば、温度安定化ユニット監視
部153は、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否かを判定する
。温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない（温度安定化ユニット20
1が有効に機能していない）場合（ステップS502でNo）、処理はステップS503に進む。
【００６９】
　ステップS503では、撮影装置制御部151は、電源制御部152から、バッテリ142からの電
力供給での動作時間を取得する。動作時間が所定時間以上であれば（ステップS503でYes
）、処理はステップS504に進む。
【００７０】
　ステップS504～S505では、放射線撮影装置1は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像を
取得する第２のモードで動作する。ステップS504では、撮影装置制御部151は、無線通信
部131とアンテナ132等を介して、放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するた
めの指示を出力する。これに応じて、放射線源9が放射線10を、被写体11を透過して放射
線撮影装置1に照射する。そして、検出モジュール110は、S501で受信した撮影モードで被
写体の放射線画像の撮影を行う。
【００７１】
　ステップS505では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
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ステップS501で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い、補正用画像
として無曝射画像データを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は
無曝射画像データを取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【００７２】
　ステップS506では、画像処理部121は、ステップS504で取得した放射線画像から、ステ
ップS505で取得したオフセット補正データを減算することで、オフセット補正処理を行う
。ステップS507では、画像処理部121は、ステップS506においてオフセット補正処理が施
された補正画像を出力する。
【００７３】
　一方、ステップS502において、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されて
いる（温度安定化ユニット201が有効に機能している）場合（ステップS502でYes）、処理
はステップS508に進む。なお、ステップS503において、バッテリ142からの電源供給での
動作時間が所定時間未満の場合も（ステップS503でNo）、同様に処理はステップS508に進
む。
【００７４】
　ステップS508～S510では、放射線撮影装置1は、複数の放射線画像の撮影の前に補正用
画像を取得する第１のモードで動作する。ステップS508では、撮影装置制御部151は、ス
テップS501で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影することで得られた無
曝射画像データが既に存在するか否かを判定する。例えば、撮影装置制御部151は、無曝
射画像データが記憶部122に格納されているか否かを判定する。無曝射画像データが格納
されていない場合は（ステップS508でNo）、処理はステップS509に進み、無曝射画像デー
タが格納されている場合は（ステップS508でYes）、処理はステップS510に進む。
【００７５】
　ステップS509では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS301で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い無曝射画像デ
ータを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は無曝射画像データを
取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【００７６】
　なお、画像処理部121は、記憶部122に格納された複数の無曝射画像データからオフセッ
ト補正データを生成してもよい。例えば、画像処理部121は、複数の無曝射画像データを
取得し、その平均を、オフセット補正データとして生成してもよい。
【００７７】
　ステップS510では、撮影装置制御部151は、無線通信部131とアンテナ132等を介して、
放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するための指示を出力する。これに応じ
て、放射線源9が、放射線10を、被写体11を透過して放射線撮影装置1に照射する。そして
、検出モジュール110は、S501で受信した撮影モードで被写体の放射線画像の撮影を行い
、処理はステップS506、S507に進む。
【００７８】
　このように、S502でNoかつS503でYesの場合は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像と
しての無曝射画像データを取得するように、放射線撮影装置1は、被写体の撮影の後に無
曝射画像データを取得する。一方、S502でYes、またはS502でNoかつS503でNoの場合は、
複数の放射線画像が撮影される前に補正用画像として無曝射画像データを取得する。
【００７９】
　以上に説明したように、このように、本実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化
ユニット201に接続されているか否かの判定に加えて、バッテリ給電での動作時間に応じ
て、オフセット補正の方法（すなわち、補正用画像（オフセット補正データ）を取得する
モード）を切り換える。これにより、バッテリなど限られたエネルギー供給源により動作
させる場合においても、限定された条件で、高フレームレート撮影に適したオフセット補
正処理を選択することが可能となる。結果として、撮影画像の画質と撮影可能な時間や枚
数の両者を保ち、ユーザの利便性の向上を図ることができる。
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【００８０】
　＜第三の実施形態＞
　第三の実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に接続されているか否
かの判定に加えて、バッテリ142の残容量に応じて、オフセット補正の方法を切り換える
例について説明する。
【００８１】
　放射線撮影装置1の構成については第一の実施形態において説明した図1および図2と同
一のため、説明を省略する。次に、図6を用いて、オフセット補正処理を含む画像処理の
流れについて説明する。図6は、本実施形態における放射線撮影装置1の動作の一例を示す
フローチャートである。
【００８２】
　ステップS601では、ユーザは、入力装置4を介して、被写体の放射線画像を撮影するた
めの撮影モードを入力する。これに応じて、放射線撮影装置1は、制御装置2およびスイッ
チングHUB7、AP8を介して撮影モードを受信する。この場合、ユーザが撮影モードを選択
するために、表示装置3が選択可能な1つ以上の撮影モードを表示してもよい。
【００８３】
　ステップS602では、温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201が放射線
撮影装置1に対して有効に機能するか否かを判定する。例えば、温度安定化ユニット監視
部153は、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否かを判定する
。温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない（温度安定化ユニット20
1が有効に機能していない）場合（ステップS602でNo）、処理はステップS603に進む。
【００８４】
　ステップS603では、撮影装置制御部151は、バッテリの残容量の情報を電源制御部152か
ら取得し、当該残容量が所定量以下であれば（ステップS603でYes）、処理はステップS60
4に進む。
【００８５】
　ステップS604～S605では、放射線撮影装置1は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像を
取得する第２のモードで動作する。ステップS604では、撮影装置制御部151は、無線通信
部131とアンテナ132等を介して、放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するた
めの指示を出力する。これに応じて、放射線源9が放射線10を、被写体11を透過して放射
線撮影装置１に照射る。そして、検出モジュール110は、S601で受信した撮影モードで被
写体の放射線画像の撮影を行う。
【００８６】
　ステップS605では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS601で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い画像データ（
無曝射画像データ）を取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は無曝
射画像データを取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【００８７】
　ステップS606では、画像処理部121が、放射線画像からオフセット補正データを減算す
ることで、オフセット補正処理を行う。ステップS607では、画像処理部121が、ステップS
606においてオフセット補正処理が施された補正画像を出力する。
【００８８】
　一方、ステップS602において、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されて
いる（温度安定化ユニット201が有効に機能している）場合（ステップS602でYes）、処理
はステップS608に進む。なお、ステップS603において、バッテリの残容量が所定量より大
きい場合も（ステップS603でNo）、同様に処理はステップS608に進む。
【００８９】
　ステップS608～S610では、放射線撮影装置1は、複数の放射線画像の撮影の前に補正用
画像を取得する第１のモードで動作する。ステップS608では、撮影装置制御部151は、ス
テップS601で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影することで得られた無
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曝射画像データが既に存在するか否かを判定する。例えば、撮影装置制御部151は、無曝
射画像データが記憶部122に格納されているか否かを判定する。無曝射画像データが格納
されていない場合は（ステップS608でNo）、処理はステップS609に進み、無曝射画像デー
タが格納されている場合は（ステップS608でYes）、処理はステップS610に進む。
【００９０】
　ステップS609では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS601で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い無曝射画像デ
ータを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は無曝射画像データを
取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【００９１】
　なお、画像処理部121は、記憶部122に格納された複数の無曝射画像データからオフセッ
ト補正データを生成してもよい。例えば、画像処理部121は、複数の無曝射画像データを
取得し、その平均を、オフセット補正データとして生成してもよい。
【００９２】
　ステップS610では、撮影装置制御部151は、無線通信部131とアンテナ132等を介して、
放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するための指示を出力する。これに応じ
て、放射線源9が、放射線10を、被写体11を透過して放射線撮影装置1に照射する。そして
、検出モジュール110は、S601で受信した撮影モードで被写体の放射線画像の撮影を行い
、処理はステップS606、S607に進む。
【００９３】
　このように、S602でNoかつS603でYesの場合は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像と
しての無曝射画像データを取得するように、放射線撮影装置1は、被写体の撮影の後に無
曝射画像データを取得する。一方、S602でYes、またはS602でNoかつS603でNoの場合は、
複数の放射線画像が撮影される前に補正用画像として無曝射画像データを取得する。
【００９４】
　以上に説明したように、本実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に
接続されているか否かの判定に加えて、バッテリ残容量に応じて、オフセット補正の方法
（すなわち、補正用画像（オフセット補正データ）を取得するモード）を切り換える。こ
れにより、バッテリなど限られたエネルギー供給源により動作させる場合においても、限
定された条件で、高フレームレート撮影に適したオフセット補正処理を選択することで、
撮影画像の画質と撮影可能な時間や枚数の両者を保ち、ユーザの利便性の向上を図ること
ができる。
【００９５】
　＜第四の実施形態＞
　第四の実施形態では、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に接続されているか否
かの判定に加えて、要求される撮影枚数に応じて、オフセット補正の方法を切り換える例
について説明する。ここで、要求される撮影枚数というのは、事前に撮影枚数が決められ
る撮影における撮影枚数を意味する。事前に撮影枚数が決められる撮影には、例えば、ト
モシンセシスや血管造影におけるDSA（Digital Subtraction Angiography）における撮影
などが挙げられる。
【００９６】
　放射線撮影装置1の構成については第一の実施形態において説明した図1および図2と同
一のため、説明を省略する。次に、図7を用いて、オフセット補正処理を含む画像処理の
流れについて説明する。図7は、本実施形態における放射線撮影装置1の動作の一例を示す
フローチャートである。
【００９７】
　ステップS701では、ユーザは、入力装置4を介して、被写体の放射線画像を撮影するた
めの撮影モードを入力する。これに応じて、放射線撮影装置1は、制御装置2およびスイッ
チングHUB7、AP8を介して撮影モードを受信する。この場合、ユーザが撮影モードを選択
するために、表示装置3が選択可能な1つ以上の撮影モードを表示してもよい。
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【００９８】
　ステップS702では、温度安定化ユニット監視部153は、温度安定化ユニット201が放射線
撮影装置1に対して有効に機能するか否かを判定する。例えば、温度安定化ユニット監視
部153は、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されているか否かを判定する
。温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されていない（温度安定化ユニット20
1が有効に機能していない）場合（ステップS702でNo）、処理はステップS703に進む。
【００９９】
　ステップS703では、撮影装置制御部151は、S701で受信した撮影モードに含まれる要求
される撮影枚数が所定枚数以上か否かを判定する。要求される撮影枚数が所定枚数以上で
あれば（ステップS703でYes）、処理はステップS704に進む。
【０１００】
　ステップS704～S705では、放射線撮影装置1は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像を
取得する第２のモードで動作する。ステップS704では、撮影装置制御部151は、無線通信
部131とアンテナ132等を介して、放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するた
めの指示を出力する。これに応じて、放射線源9が放射線10を、被写体11を透過して放射
線撮影装置1に照射する。そして、検出モジュール110は、S701で受信した撮影モードで被
写体の放射線画像の撮影を行う。
【０１０１】
　ステップS705では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS701で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い、補正用画像
として無曝射画像データを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は
無曝射画像データを取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【０１０２】
　ステップS706では、画像処理部121が、放射線画像からオフセット補正データを減算す
ることで、オフセット補正処理を行う。ステップS707では、画像処理部121が、ステップS
706においてオフセット補正処理が施された補正画像を出力する。
【０１０３】
　一方、ステップS702において、温度安定化ユニット201が放射線撮影装置1に接続されて
いる（温度安定化ユニット201が有効に機能している）場合（ステップS702でYes）、処理
はステップS708に進む。なお、ステップS703において、S701で受信した撮影モードに含ま
れる要求される撮影枚数が所定枚数未満の場合も（ステップS703でNo）、同様に処理はス
テップS708に進む。
【０１０４】
　ステップS708～S710では、放射線撮影装置1は、複数の放射線画像の撮影の前に補正用
画像を取得する第１のモードで動作する。ステップS708では、撮影装置制御部151は、ス
テップS501で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影することで得られた無
曝射画像データが既に存在するか否かを判定する。無曝射画像データが格納されていない
場合は（ステップS708でNo）、処理はステップS709に進み、無曝射画像データが格納され
ている場合は（ステップS708でYes）、処理はステップS710に進む。
【０１０５】
　ステップS709では、撮影装置制御部151は、駆動回路112と読み出し回路113に対して、
ステップS701で受信した撮影モードで放射線を照射しない状態で撮影を行い無曝射画像デ
ータを取得することを指示する。これに応じて、読み出し回路113は無曝射画像データを
取得し、オフセット補正データとして記憶部122に格納する。
【０１０６】
　なお、画像処理部121は、記憶部122に格納された複数の無曝射画像データからオフセッ
ト補正データを生成してもよい。例えば、画像処理部121は、複数の無曝射画像データを
取得し、その平均を、オフセット補正データとして生成してもよい。
【０１０７】
　ステップS710では、撮影装置制御部151は、無線通信部131とアンテナ132等を介して、
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放射線源制御装置5に対して放射線の発生を開始するための指示を出力する。これに応じ
て、放射線源9が、放射線10を、被写体11を透過して放射線撮影装置1に照射する。そして
、検出モジュール110は、S701で受信した撮影モードで被写体の放射線画像の撮影を行い
、処理はステップS706、S707に進む。
【０１０８】
このように、S702でNoかつS703でYesの場合は、放射線画像の撮影ごとに補正用画像とし
ての無曝射画像データを取得するように、放射線撮影装置1は、被写体の撮影の後に無曝
射画像データを取得する。一方、S702でYes、またはS702でNoかつS703でNoの場合は、複
数の放射線画像が撮影される前に補正用画像として無曝射画像データを取得する。
【０１０９】
　このように、本実施形態によれば、放射線撮影装置1が温度安定化ユニット201に接続さ
れているか否かの判定に加えて、要求される撮影枚数に応じて、オフセット補正の方法（
すなわち、オフセット補正データの取得方法）を切り換える。これにより、バッテリなど
限られたエネルギー供給源により動作させる場合においても、限定された条件で、高フレ
ームレート撮影に適したオフセット補正処理を選択することで、撮影画像の画質と撮影可
能な時間や枚数の両者を保ち、ユーザの利便性の向上を図ることができる。
【０１１０】
　＜変形例＞
　第二から第四の実施形態では、温度安定化ユニット201に接続されている否かの判定の
ステップに加えて、別の判定のステップを設けた。変形例として、各実施形態における当
該別の判定ステップを2つ以上組み合わせた判定ステップを設けて、オフセット補正の方
法（すなわち、オフセット補正データの取得方法）を切り換えてもよい。
【０１１１】
　＜その他の実施形態＞
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体を介し
てシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵ
やＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１１２】
1　放射線撮影装置、2　制御装置、3　表示装置、4　入力装置、5　放射線源制御装置、6
　放射線インターフェース、7　スイッチングHUB、8　アクセスポイント、9　放射線源、
10　放射線、11　被写体
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